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R8.4.10 防災訓練や
地区の集ま
りについて

　現在、西尾市に住みだして20年位になります。で５年前位から難病と
診断書が出て今は特定医療受給者証を持っている状況です。今は●
●町に住んでいますが、町長さんや区長の顔も見た事も無いですし名
前も知らない状況です。いざ震災等が起きた際、何も知らない状況で
来られても、色々と困る事が出て来る事が有ると思います、攻めて防
災訓練や地区での集まり等を行なって欲しいです。いざ震災が起きて
も、集合場所も知りません。
　よろしくお願いします

　難病と向き合いながらの生活はご苦労が絶えないこととお察しいたし
ます。
震災への不安は、災害弱者とされる方や地域との繋がりに課題を感じ
ている方にとって、非常に切実な問題かと思います。特に避難場所や
連絡体制が不明確なままだと、いざという時の不安は計り知れませ
ん。
　そこで、やはり大切なのはお住まいの地域の方々との日頃からの繋
がりであると思います。町内会へ加入し、回覧板などで地域の防災訓
練情報を得て参加し、地域の方との面識ができれば、いざというときに
頼れるのではないでしょうか。●●様のお住まいの町内会は●●とな
りますので、町内会長の連絡先をお伝えします。不安を解消し、安心し
て暮らすためにご連絡していただければ幸いです。
　●●町 町内会長 ●●様
　電話●●
　また、●●町には町内会の他に自主防災会という組織がございま
す。危機管理課では毎年自主防災会へ避難行動要支援者個別避難
計画（以下、「個別避難計画」といいます。）の作成を依頼しています。
●●様は避難行動要支援者に該当し、避難行動を支援する関係者へ
の情報提供について同意をいただいていることから、個別避難計画作
成の対象となります。しかし、●●町の自主防災会に限らず、これまで
10年以上に渡って市から個別避難計画作成の依頼を継続してまいり
ましたが、その作成は、思うように進んでおりません。原因の一つに要
支援者と町内会や自主防災会といった地域団体との関係の希薄さが
あると考えております。この度の町内会長への連絡の際には、併せて
自主防災会の紹介を依頼されてはいかがでしょうか。その上で●●様
の個別避難計画作成について、まずは自主防災会へ相談してみくださ
い。
　今後とも、地域防災力向上に向け、ご理解とご協力を賜りますようお
願いいたします。

地域つながり課
危機管理課
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R7.11.21 自主防災器
具庫につい
て・市民の声
の流れにつ
いて

　近年、地震、台風が多く発生していると思います。不安を覚えます。
〇　自主防災器具庫について（危機管理課）
　※器具庫の備品を使った事のある事例があれば教えてください。
　　　いつ頃、どの様に？
　※器具所に入っている備品を教えてください。何が入っているのかよ
くわかりません。
　※器具庫に入っている備品で期限切れのものがあれば、どの様に対
応しているか
〇　市民の声の（流れ）ルートを教えてください。（広報広聴課）

　自主防災会が所有する防災器具庫の使用状況や備蓄品について
は、市では把握しておりません。お手数をお掛けしますが、お住まいの
地域の自主防災会長へご確認ください。
　次に、市民の声制度の（流れ）ルートをご説明いたします。
　　１．市民の声を広報広聴課で受付
　　２．ご意見等に対し回答を希望される場合は、『西尾市市民の声取
扱要綱』の規定に照らし合わせ、回答するか否かを判断
　　　　※規定を満たしていないものなど、不明なこと等がある場合は、
投稿者へ広報広聴課から確認をします。
　　３．投稿内容に関する業務を所管する課（以下、「担当課」といいま
す。）へ市民の声を送付
　　４．担当課が、ご意見等に関し必要な検討、対応を行う。また、投稿
者への回答を要する場合は、回答を作成
　　５．広報広聴課が、投稿者へ回答を送付（メール又は郵便）
　なお、お寄せいただいた市民の声は、市長がすべて直接読んでおり
ます。また、投稿者が公開を希望しないものを除き、全職員への周知
が必要と判断した市民の声は、組織内で情報共有するとともに、３か
月ごとに市ウェブサイトで公開しております。

危機管理課
広報広聴課
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１ 各避難所の収容可能人数につきましては、別紙「避難所別収容可
能人数表」のとおりです。
２ 大規模な災害が発生した時には、発災から4日目以降は国から支
援物資が届くことになっているため、市では想定避難者数7万人×3日
分の備蓄品を備えることを目標としていますが、テント、ベッド、毛布、
男女別のトイレなどは十分な数を備蓄できておりません。
参考:「南海トラフ地震における愛知県広域受援計画」
「平成23年度～25年度愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被
害予測調査報告書（通 称: 緑本）」
３　各品目によって状況は異なりますが、現状では以下のとおりです。

    品目　　　　目標達成（予定）年
    食料　　　　　　令和5年

     水　　　　　　　令和15年
    毛布　　　　　　令和27年
    トイレ　　　　　 令和18年

テント、ベッドについては追加購入する予定はありませんが、不足分に
ついては企業と協定を締結しており、段ボールベッドなどの配備を要請
して対応することとしております。

R7.3.25 災害時の避
難所につい

て

　災害時の避難所について質問します。
１　各施設の収容可能人数はどのようか。

２　収容可能人数分の水・食料（１週間分程度）、家族ごとのテント・
ベッド・毛布、男女別のトイレ等が用意されているか。

３　上記が用意されていない場合、いつまでに用意できるか。

危機管理課
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R7.3.6 感 震 ブ レ ー
カー取り付け
助成金

地震発生時（停電復電後）に火災が多く発生するそうです。近隣の自
治体は助成金がありますので検討してください。

感震ブレーカーの設置について関心をお持ちいただき、ありがとうご
ざいます。

地震による電気火災の防止には感震ブレーカーが効果的であり、そ
の重要性を認識しております。そのため、地震発生後に避難する際に
はブレーカーを切ることが大切であることも含め、普及啓発に努めてお
ります。

現在、感震ブレーカーの設置に対する助成金制度はございません
が、国や県の動向、近隣市町の取組も参考にしながら、支援の可能性
について検討してまいります。

危機管理課
予防課
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R7.2.7 マンホールト
イ レ の 整 備
について

　能登半島地震が発生して１年以上経過しましたが、復旧・復興には、
まだまだ時間がかかる印象です。
　防災に関して質問と要望があります。
①西尾市のマンホールトイレの整備計画はどのようですか。
②マンホールトイレ整備・運用のためのガイドライン（国交省）に沿った
形で、出来るだけ速やかに、少しでも多くマンホールトイレの整備を実
施してください。災害避難時のマンホールトイレの目安は５０人～１００
人に１基とされています（ガイドラインより）。西尾市の現在の設置数は
２５基で、愛知県全体でも約２，０００基（都道府県政令市別マンホール
トイレ管理基数…国交省）と、大きく不足していると感じます。

　能登半島地震の災害ボランティアとして複数回お手伝いしました。そ
の活動の中で、数か月が経過してもトイレの不便さで活動が制限され
てしまう部分が多々ありました。初動の自衛隊は携行トイレを使用して
いましたが、塵埃処理場が機能しなかったため駐屯地まで持ち帰って
いたと思います。携帯トイレの使用は、災害ボランティアも自衛隊も現
実的にはとても困難なようです（人の目排泄場所・処理問題）。
　仮設トイレに関しては、仮設トイレ・汲み取り業者が近隣市町と同じ協
定先の場合もあるようで、近隣市町が同時に被災すると協定が機能す
るか疑問です。避難所等、人が多く避難する場所へサテライト的にマン
ホールトイレを整備していただき、その分の仮設トイレを少しでも多く、
在宅避難や復旧活動の現場へまわせるようにしてください。
　また補足要望として、「仮設トイレ・汲み取りの想定実施数値」をある
程度具体的に出してください。

　①、②の質問について、まとめてお答えいたします。
本市の災害時のトイレ対策は、災害用トイレ（国交省のガイドラインで

いうマンホールトイレの貯留型）と仮設トイレ（市備蓄分と協定企業の
提供分）に加え、携帯トイレ（市備蓄分と各家庭での備蓄分）で対応す
る計画になっています。

この計画に基づき、令和元年～４年度で市内13箇所の小中学校に
合計135基の災害用トイレを整備したことで、想定避難者100人あたり１
基程度のトイレを確保することができました。なお整備した災害用トイ
レは、１箇所あたり約2,000人が１日５回の利用で21日間使用可能な規
模です。

また、「仮設トイレ・汲み取りの想定実施数値」については、発災後１
週間程度でし尿収集業者との調整を図り、収集ルートや日程等を決定
する計画となっています。

危機管理課

5



防災・災害

受信
または
投書日

事項または
題名

　ご意見ご要望等 　回　答 回答部署

R7.1.20 自治会防災
倉庫の消火
器 管 理 に つ
いて

　公園等にある防災倉庫の備品管理についてです。
先日、近所の公園にある防災倉庫を見る機会があり、消火器の使用

期限を確認すると2013年製造、2023年までとなっており、期限切れでし
た。使えないわけではないですが交換が推奨されており、10年経過品
は水圧試験が義務化されているはずです。

消火器に限らず、倉庫内の備品管理について、市からガイドライン等
の発行･指導はありますか。それとも、備品内容から管理まで自治会に
お任せですか。少なくとも消火器の件は、町内会長は認識されていま
せんでした。いざと言う時に使えないのでは意味がありません。

自治会防災倉庫の消火器の使用期限が切れていたことについて、ご
指摘いただきありがとうございます。

倉庫内の備品管理について、市はガイドライン等の作成はしておら
ず、自治会防災倉庫や備品の管理は各自主防災会に委ねておりま
す。ただし、市は自主防災会を支援する立場にあるため、使用期限が
切れる前に買い替えるなど適切に資材が管理されるよう、毎年４月に
開催している自主防災会会長会議にて、補助金制度について改めて
説明をしてまいります。

危機管理課

R6.10.8 津波避難タ
ワーの説明
会

吉田地区に津波避難タワーができました。３、４年前に完成しました
が、実際に使う可能性のある地域の方々に説明会がまだありません。
いつ南海トラフ地震が起こるか分からず、高齢者としては命を守る大
切な施設だと思いますので、早急に説明会を開催してください。

また、高齢者はスマホが苦手なので、今後建設される津波避難タ
ワー計画を広報紙で広報してください。

津波避難タワーの説明会につきましては、整備前に関係町内会に対
して開催しているため、改めて市が主催をして説明会を実施する予定
はございません。

なお、吉田地区を含め完成した施設では、地元の防災訓練や施設見
学等の利用申込みを随時受付けております。町内会など地域団体か
ら、津波避難タワーの施設見学等をお申し込みの際に、説明のご希望
があれば市職員が現地にて対応いたします。

次に、津波避難タワー整備計画の周知方法としましては、吉田地区
と同様、整備前に関係する町内会に対して説明会を実施し、施設の概
要や今後のスケジュール等をお伝えしております。また、完成した際に
は広報にしおへ掲載し周知を図っております。

また、毎年、広報にしお４月号で市が実施する主要事業を掲載してお
り、津波避難タワーの整備についても紹介していますのでそちらもご覧
ください。

危機管理課
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R6.6.25 防 災 に つ い
て

令和６年４月３日に発生した台湾花蓮地震では、避難所開設に３時
間、閉鎖に４日間という報道がありました。

西尾市では、全ての避難所開設に何時間、閉鎖に何日間要します
か。具体的な時間及び日数でお答えください。

避難所の開設は３時間以内を目標としており、避難所の閉鎖は災害
発生の日から７日以内となっております。

危機管理課
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